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第２回「歩いて楽しいまちなか戦略推進協議会」 
 

議 事 録 

 

 

（日  時）平成１８年９月１２日（木）１０：００～１２：００ 

（場  所）京都市勧業館 第２展示場Ａ面 

（議事次第） 

１． 第１回協議会における検討のまとめ 

２． 幹事会における検討状況 

３． 第２回協議会における検討テーマ 

（１）平成１８年度交通実態調査及びアンケート調査の内容と実施時期 

（２）平成１９年度交通社会実験の実施日程 

（３）その他 

ア 幹事会における検討事項について 

イ 河原町三条交差点における歩行者空間の確保について 

ウ 都心部における放置自転車等実態調査について 

４． その他 

（１）三条小橋商店街（河原町通～三条大橋）における「歩行者天国」実験に

ついて 

（２）三条あかり景色の実施について 

 

（資  料） 

資料１ 平成１８年度交通実態調査・アンケート調査及び平成１９年度交通社会

実験（案）について 

資料２ 京都市市政総合アンケート調査（案）ほか 

資料３ 河原町三条交差点を歩車分離式信号に 

資料４ 都心部における放置自転車等実態調査について 

参考資料１ 第１回協議会議事録 

参考資料２ 歩いて楽しいまちなかニュース 第１号 

参考資料３ 三条小橋商店街における「歩行者天国」実験について 

参考資料４ 三条あかり景色リーフレット 

「歩いて楽しいまちなか戦略推進協議会」委員名簿兼第２回協議会出席者名簿 

「歩いて楽しいまちなか戦略推進協議会」第２回協議会座席表 

「歩いて楽しいまちなか戦略推進協議会」設置要綱 

 

第３回協議会 参考資料 

平成 19 年 5 月 30 日（水） 
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（出席者名簿） 

 

           （敬称略） 
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（議事内容） 

1. 開会 

 

 

 

 

 

2. 市長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（司会：都市計画局交通政策室 北村計画推進課長） 

定刻となりましたので，まだ何名かお揃いではございませんが，第２回の「歩

いて楽しいまちなか戦略推進協議会」を開催いたします。 

本日は大変お忙しい中，ご出席いただき誠にありがとうございます。まず，

最初に桝本京都市長からのごあいさつを石崎交通政策推進室長から申し上げま

す。 

（都市計画局 石﨑交通政策室長による代読） 

おはようございます。第２回「歩いて楽しいまちなか戦略推進協議会」にご

参加いただきましてありがとうございます。 

本日の第２回協議会でもご議論いただく内容は，盛り沢山でございます。ど

うぞ様々なご意見をいただきまして，我々の参考にしたいと思いますし，事業

そのものがうまく進みますようによろしくお願いいたします。 

なお，司会のほうから挨拶がありましたように，本日，市長，副市長をはじ

め都市計画局長を含みます京都市の幹部職員が京都市の市会本会議が開催され

ておりますことから，参加させていただくことがかないません。そのために，

桝本市長から挨拶をことづかっておりますので，それを代読させていただきた

いと存じます。失礼いたします。 

 

皆様，本日はお忙しい中，第２回「歩いて楽しいまちなか戦略推進協議会」

にご出席賜り，まことにありがとうございます。協議会の開催にあたりまして

一言，挨拶申し上げます。 

まず，本日は９月市会本会議のため，協議会への出席がかないませんことを

心からお詫び申し上げます。私自身も歩いて楽しいまちの実現に向け，皆様方

の様々なご意見を直接お伺いしたいと考えておりましただけに，誠に残念に存

じております。 

また今年に入り，京都職員が市民の皆様に対し，信頼を大きく裏切る事件を

相次いで起こしておりますことをこの場をお借りいたしまして，改めて深くお

わび申し上げます。 
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さて，京都市の最重要施策といたしまして，京都の顔である歴史的都心地区

を歩いて楽しいまち，すなわち自動車中心から歩行者と公共交通優先の空間と

し，お住まいの皆様，お買物客や観光客の皆様が安心・安全に暮らし，まちの

魅力を堪能できるまちづくりを目指して，５月に北村議長をはじめ，まちづく

りに幅広い知見と関心をお持ちの皆様にお願いをし，協議会を立ち上げまして

３ヶ月が経過いたしました。この間，塚口先生に幹事長の労をお取りいただき，

幹事会を２回開催し，目指すまちの姿やそのための交通施策，来年度に予定し

ております交通社会実験等について，熱心なご議論をいただいていると逐次報

告を受けており，皆様のご協力に改めて，感謝申し上げます。 

申し上げるまでもなく，交通環境の改善には必要以上に自動車に依存する生

活からの脱却はもとより放置自転車や走行マナーの問題，荷捌き車両やタクシ

ーへの対応等々，解決が容易でない，テーマが山積しております。 

私も各界の方々から本戦略に対しての誠に心強い応援や期待を頂戴しますと

同時に，ご心配いただく声もお聞きしており，この戦略実現までの課題は重々

承知いたしております。しかし目の前の課題に手をこまねいておれば必ず10年

後，20年後に悔いる時がやって参ります。時間との戦いでございます。 

京都市では景観，文化，観光を柱とする京都創世の取組，2008年サミットの

誘致など，京都の歴史的，文化的魅力に磨きをかけ，それを内外に発信するこ

とに全力を傾注しております。その中心的取組の一つが，この歩いて楽しいま

ちなか戦略であり，まずはまちなかの交通問題を考える時に避けて通れない放

置自転車問題を解決するために，都心部における駐車場の駐輪場の増設や撤去

強化を目指します。都心部放置自転車等対策アクションプログラムの作成を進

めております。 

否定からは何も生まれませんが，前向きの積極的なご意見は皆が力を合わせ

れば，必ず実を結ぶものと確信しております。 

どうか皆様には，この歴史的都心地区が５０年後，１００年後も京都市の顔

として人々を魅了し続けるよう大所高所の視点でのご理解とご協力を重ねてお

願いを申し上げ，あいさつとさせていただきます。平成１８年９月１２日 京

都市長 桝本賴兼 
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3. 資料確認 

4. 委員交代確認 

 

 

 

 

5. 座長挨拶 

 

 

6. 資料説明 

（議題１） 

7. 質疑応答 

8. 資料説明 

（議題２） 

 

 

 

 

 

 

 

9. 補足説明 

 

 

 

 

 

 

代読で本当に失礼いたします。 

（説明：都市計画局交通政策室 北村計画推進課長） 

（説明：都市計画局交通政策室 北村計画推進課長） 

 国土交通省近畿地方整備局企画部広域計画課 栗田課長異動により山本課長

が委員就任 

 株式会社髙島屋京都店総務部 中副部長異動，後任委員は現在調整中のため

未定 

（京都大学大学院工学研究科 北村 隆一教授） 

少し声が出にくく，申し訳ございません。それでは議事次第に沿って，議事

を進行いたします。 

（説明：都市計画局交通政策室 北村計画推進課長） 

 

 特になし 

（幹事長による説明：立命館大学理工学部 塚口 博司教授） 

６月と８月に２回幹事会を開催し，各委員の方々から熱心なご議論をいただ

いた。様々な意見があったが，おおよその方向性として四条通ではトランジッ

トモール化を目指すこと，三条通では歩行者自転車専用道路化を目指すことと

なった。実施に向けてはいくつか検討事項があるが，この点については今年度

９～１０月に実施される交通実態調査及びアンケート調査の結果を元に，詳細

な検討を行うことを考えている。具体的な検討内容や主な意見については，事

務局より説明をお願いしたい。 

（説明：都市計画局交通政策室 北村計画推進課長） 

（立命館大学理工学部 塚口 博司教授） 

 ただ今，事務局より詳細なご説明をいただいたが，２，３点補足説明を申し

上げる。 

 幹事会でのポイントは，資料－１Ｐ．１１の確認事項に示されているａ，ｂ

２点で進むことで合意を得たことがある。ただし，主な意見にも示されてい

るように，四条通や河原町通の一方通行化のご意見もあった。一方通行は道

路のトラフィック機能を重視することにも繋がりかねない。そのため，歩い
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10.資料説明 

（議題３ア，イ） 

11.質疑応答 

北村座長 

 

京都駐車協会 

津田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て楽しいまちなかの実現という本戦略の観点からは，むしろトランジットモ

ールが望ましいとのご理解をいただいた。 

 また，バスの通行量が多すぎるとのご指摘もあった。トランジットモール化

され，仮にバスとタクシーといった公共交通だけが通行した場合にどの程度

の混雑状況になるかは，９～１０月に実施される交通実態調査の結果を元に

検討することを考える。その結果により，バスの運行本数見直し等を行うこ

ともあるかもしれないが，市全体へ与える影響が大きいことが予想される。

 歩いて楽しいまちなかを実現するためには，四条通や三条通だけでなく，周

辺も含めて，一体的に考えるべきである。幹事会でも面的に取り組むことを

前提に議論を行ってきた。現在，四条通と三条通を先行的に検討しているの

は，面的な繋がりへの突破口として位置づけていることをご理解いただきた

い。 

（説明：都市計画局交通政策室 北村計画推進課長） 

 

 

 本日の協議会の主要な検討テーマである交通実態調査及びアンケート調査に

ついて，ご議論いただきたい。 

 京都駐車協会への参画数は，これまで５～６社と少なかったが，本戦略の内

容を周知する目的でこの度，「歩いて楽しいまちなか戦略に対する駐車問題

対策協議会」を設立した。その結果，現在４０社あまりが参画しており，今

後も増加する見込みである。 

 現段階では，取組内容が具体的になっていない所もあるが，今後の交通実態

調査及びアンケート調査の実施と交通社会実験の実施については，断固反対

の立場を取らせていただく。その理由として，マイカーの流入規制となる施

策を行うのであれば，地区の活力・魅力低下に繋がることが挙げられる。こ

れを駐車場経営者の企業エゴとは受け取って欲しくない。どのような商売で

も，やはりお客様あって成り立つものである。自動車で来れるからこそ，多

くのお客様が来るのであろう。百貨店でも大規模な駐車場を設置している。

歩いて来られるとなると，多くの荷物を持って移動することは大変である。
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北村座長 

近畿地方整備局建政部 

田雑委員 

 

 

北村座長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北村座長 

 

 

 

だからこそ，自動車で来ている人が多い。本戦略は京都有数の商業地である

本地区の活力低下，売り上げ低下に繋がると考えている。 

 他地区の事例ではあるが，自家用車での来訪を抑制したことで，商業活動が

低下し，商店街が衰退した例があると聞いている。本戦略は，駐車場経営者

だけでなく，お住まいの方，経済活動をされている方に対して，マイナスの

効果をもたらすものと考える。 

 他にどなたかご意見のある方はお願いしたい。 

 歩行者交通量については，交差点の横断交通量と四条通の南北横断交通量を

調査するとのことであるが，歴史的都心地区における回遊状況は調査できな

いだろうか。 

 また，四条通の地下道についても，歩行者数を調査できないか。 

 事務局の意見をお聞かせ願いたい。 

 ご指摘の調査内容については，事務局で再検討することとしたい。 

 先ほど京都駐車協会から懸念事項についてご発言いただいたが，考えている

方向性は事務局と同じではないかと感じている。歴史的都心地区の魅力・活

力が低下することは誰も望んでいない。市内有数の繁華街と京町家などの伝

統的な町並みが共存するこの地区の特性を上手く活用し，安心安全で魅力溢

れるまちとすることが目標である。商業面においても同様である。 

 歴史的都心地区における交通問題の一つに，通過交通が非常に多いという点

が挙げられる。つまり，必ずしもこの地区を通る必要がない自動車が混入し

ていると考えられる。 

 本戦略の交通社会実験等の取組に反対との意見を頂戴したが，現段階では取

組内容が十分に具体化できていないため，ご心配をお掛けしていることと思

われる。今後の協議会・幹事会での議論を通じて，ともに歴史的都心地区の

活力と魅力向上を図っていきたい。 

 先ほど田雑委員からご指摘があったが，確かに現在の調査項目を見ると，歩

行者に関する調査が少し弱いかと感じている。予算制約もあるかと思われる

が，過去の調査データを活用することも考慮した上で再検討をお願いしたい。 

 先ほど事務局からご発言があったが，地域の活性化は本日集まっている委員
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新京極商店街振興組合 

細野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北村座長 

事務局 

 

細野委員 

 

 

事務局 

 

北村座長 

全員に共通した思いであると考える。 

 津田委員からは，買い物で多くの荷物を持つことになるから，自動車で来る

人が多いとのご指摘があったが，四条界隈に訪れる買い物客は，そんなに大

きな荷物を買うことは少ないのではないだろうか。 

 人が車を使うにはいくつかの理由がある。現在，四条界隈に訪れる人の交通

手段として，自動車の割合は決して多くないと思われるが，自動車で訪れる

需要がなくなることはない。 

 敵対しているわけではないと考えているので，委員の方々には様々な意見を

出していただきたい。 

 新京極商店街では放置自転車が問題となっている。自転車の市民権について

は，どのように考えれば良いだろうか。新京極商店街では自転車を利用する

人が年々増えている。その内訳を見ると，地元住民及び市民が自転車を利用

し，観光客は徒歩となっているようである。 

 将来的にどのような魅力を持ったまちづくりを目指すのか。今は交通が切り

口となっているが，本戦略の対象範囲は広い。歩く人が，ある一部の区域だ

けに集中し，賑わう所，廃れる所が出てくるのではないか。そうならないよ

うに，地域の新たな核づくりも必要になってくるかと思われる。 

 四条通の地下道は出入り口にエスカレーターやエレベーターがなく，市民に

とって使いづらいものとなっている。地下道について，通勤目的の人と買い

物客を分けた施策は考えられるのか。 

 事務局の意見をお聞かせ願いたい。 

 地下道の活用について，具体的なご発言をいただけたので，事務局で持ち帰

り，検討させていただきたい。 

 四条通の歩行者南北横断について，地下道の活用が考えられるのではないか。

ただし，今の地下道は非常に使いづらく，市民生活の中で便利さが感じられ

ない。 

 現在の地下道は，四条通東西方向の利用が多いと考えている。南北横断の有

効活用に向けては，一定の施設整備も必要になるかと思われる。 

 四条通の歩行者南北横断に答える一つの方策として，トランジットモール化
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細野委員 

 

北村座長 

 

細野委員 

阪急電鉄株式会社 

樋口委員（代理） 

 

 

 

 

 

 

北村座長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

京都市交通局自動車部 

前田委員 

が提案されていると理解している。エレベーター設置には土地取得も必要と

なるだろう。 

 財政面の制約もあるかと思われるが，現在あるものが十分に活用されていな

いのが現状ではないか。市民にだけ負担を強いることは問題である。 

 現在の地下道は薄暗い印象がある。使われなくなったには，それなりの理由

があるのだろう。 

 現状のままで良いと考えていることが問題である。 

 昨年度の平日の平均乗降客数は，烏丸駅で約８万人，河原町駅で約７万人と

なっている。地下道についてもバリアフリー化事業を進めており，烏丸駅に

もエレベーターが設置された状況にある。 

 アンケート調査のうち，来街者ヒアリング調査に自動車の選択理由を聞く項

目がある。選択肢の一つに「鉄道・バスの乗換が面倒だから」とある。まち

に訪れる人にとっては，特に河原町駅での鉄道・バスの乗換が分かりにくい

かと思われる。どのような誘導を行うことが望ましいのか。皆様からのご意

見を踏まえ，改善していきたいと考えている。 

 交通手段間の乗換については，利便性が高く，分かりやすいものであること

が大切であるが，すぐには改善できないのが現状である。 

 先ほど細野委員から自転車について，どのような位置付けとするのかについ

てご指摘があったが，事務局ではどのように考えているのか。 

 放置自転車の実態については，５月と７月に実態調査を行い，その結果は幹

事会でも報告させていただいた。本日の協議会資料にも，資料４としてご提

示している。結果概要としては，平日・休日ともに昼間は約４，０００台の

放置台数が確認された。 

 こうした状況に対して，市長からも指示を受け，放置自転車の撤去とあわせ

て駐輪場の確保も進めている。自転車は目的地近くまで行け便利であり，ま

た環境にもやさしい乗り物である。歴史的都心地区に訪れる際に自転車を利

用する人に対して，十分な駐輪スペースを確保できていないのが現状である。 

 来年度実施予定である交通社会実験を通じて，どのようにして公共交通中心

の交通体系を作っていくのかが大きな目的である。歴史的都心地区において
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は，阪急・京阪・京都市地下鉄といった複数の鉄道事業者がある。現在，必

ずしも使わなくてもいいマイカーで来ている人をどのようにして公共交通に

転換させるかがポイントではないだろうか。そのために，どのような実験を

行うのか，どのようにして人を呼び込むのかを考える必要があるだろう。 

 アンケート調査の中で，自動車利用者に対して「どのような条件であれば公

共交通への手段転換が出来るのか」について，もう少し詳細に聞いていただ

きたい。 

 了解した。ご意見を踏まえ，再検討する。 

 自動車から公共交通への手段転換策については，実験と合わせてどのような

施策が可能になるか，各地の事例等を参考にしながら検討していただきたい。

そのためには，市民及び来街者が京都の公共交通をどのように考えているの

か，何故自動車で来ているのかを把握しなければならない。今回のアンケー

ト調査結果や既往調査結果を見ながら，考えていきたい。 

 手段転換を図る一番効果的な策は，公共交通のサービス水準を上げることで

あるが，これも一朝一夕には実現しない。 

 四条通，歴史的都心地区は全国的に見ても都心の一等地と言える。マイカー

での来街者は歩行者や自転車，公共交通機関利用者などと比較して，この一

番良い場所の面積を少人数で占有しているものと考えられ，そういう意味で

は自動車の優先順位は歩行者等より低いと考える方が自然であると考える。 

 しかし，マイカーを完全排除することは現実的ではない。やはり，必ずしも

マイカーで来る必要のない方について，公共交通利用や徒歩･自転車への転換

を促進することが必要である。 

 ここで，京都市と共に進めている京阪電鉄の取組をいくつか紹介させていた

だきたい。１点目は京都市及び大津市との協働の下で，京阪浜大津駅周辺の

大津市営駐車場におけるパーク＆ライドを平成１６年度より継続実施してい

る。これは京都にマイカーで来訪される方に途中の浜大津で電車に乗り換え

ていただき，都心への車の流入を少しでも減らすことが目的である。施策が

徐々に浸透していることから，平成１８年度における利用は，８月までの実

績では１７年度の約２～２．５倍のペースとなっている。参考までに平成１
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７年度の総利用台数は年間約２，０００台である。 

 ２点目は，京阪四条駅横の地上部に１８０台程度の規模を持った有料駐輪場

を設置する考えを持っている。現在，京都市との相談の上で，市営鴨東駐車

場の緑地帯を駐輪場へ転用する計画を推進している。こちらは年内の供用開

始を目指している。四条周辺の放置自転車台数を考えると，ある意味で「焼

け石に水」程度の台数ではあるが，とりあえず有料駐輪場整備に向けての第

一歩，周辺で駐車場等を運営されている方に同様な駐輪場整備への転換を考

えてもらえるための参考事例になればと考えている。 

 今後も引き続き，少しずつでもこうした取組を進めていきたいと考えている。

ご理解ご協力をお願いしたい。 

 先ほどの前田委員のご発言を受け，京阪三条駅にも是非駐輪場を設置してい

ただきたい。三条北ビル近くにも多くの放置自転車が見られる。 

 津田委員は反対とおっしゃるかもしれないが，三条小橋商店街では今年１２

月に「サンコバ歩行者天国」の交通社会実験を実施する予定である。詳細は

後ほどご報告させていただく。三条小橋商店街の中には駐車場はないため，

駐車場経営者の方には大きな影響はないものと考えている。 

 三条駅周辺についても，放置自転車の問題はあると認識している。問題解決

に向けて，何とか一歩でも進めていきたいと考えているが，現段階では具体

的な計画は整っていない。 

 前向きな検討を是非お願いしたい。 

 四条通は市バス利用者が多い。京都市内でバス乗降客数が最も多いのは京都

駅前であるが，二番目は四条河原町であり，平日約２６，０００人の利用が

ある。このことから，市内各地から四条河原町周辺へお越しいただいている

ことが分かる。 

 鉄道からバスへの乗換が分かりにくい理由の一つに，バス停が分設されてい

ることがあるかと考える。四条河原町を例にすると，最も単純にすれば東西

南北にそれぞれ１箇所ずつ，計４停留所とする案が考えられる。しかし，今

あるバス停をその４箇所に集約するとなると，バス待ち客と通行者による歩

道での混雑増加や，バス停車場所が集中することで周辺交通への影響が大き
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くなることが懸念される。もっと分かりやすく整理すべきとのご指摘をいた

だくこともあるが，非常に大きな課題である。 

 ２年前に乗り継ぎ系統の整理（２７号系統から２０３系統への無料乗り継ぎ

可）を行った。アンケートによると，「便数が少なくても乗り継ぎ無しで目

的地まで行ける方が良い」や「乗り継ぎがあっても，便数が多く選択できる

方が良い」など利用者からの評価は分かれる結果となっている。 

 来年度の実験実施時に，四条通の歩行空間が拡がることで，先に上がったバ

ス停の分設の問題も解消できる可能性がある。是非，実験にあわせて前向き

に考えていただきたい。 

 多くの市民に，この道路が良くなった，魅力が向上した，まちに来やすくな

ったと感じていただけるようにしなければならない。仮にトランジットモー

ル化した際に，バス・タクシーを通行可能とするのであれば，バスとタクシ

ーにおいては，その専用空間を最大限に活かすための工夫を講じることが問

われるだろう。この点について，具体的にどう行っていくのか。検討してい

ただけるのか否か。例えば，その方策の一つとして，乗り継ぎ利便性向上に

ついて改善を図ることも考えられるのではないか。 

 むしろ問題であることは，この歴史的都心地区に訪れたいと思っているのに，

車道・歩道ともに混雑しているため，訪れることができない人がいることで

はないか。京都を訪れる観光客の中には，歴史的都心地区に来ないで帰って

しまう人も多い。そうした人にも来てもらえるようなまちを作るべきである。 

 四条通での実験案を考えた場合，トランジットモール化による大きな意義と

しては歩行空間の拡大が挙げられる。現状では，四条通の歩道は安全快適に

歩く場所がなく，混雑している。 

 また，トランジットモール化した際においても，タクシーは公共交通である

ため，通行できるのが当然とも考えられるが，対策を講じるべき大きな条件

が一つある。それは，公共交通のドライバーとして，それ相応の運転教育を

受け，公共交通のあり方・考え方に基づく運行をすべきであるという点であ

る。現状では，タクシードライバーはこうした観点での教育を受けているの

か疑問に思えるところがある。タクシーについても，乗り降り場所や待機場



－13－ 

 

京都タクシー業務センター 

富田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

北村座長 

 

12.資料説明 

（議題３ウ） 

 

13.質疑応答 

北村座長 

所に関するルール遵守が必要であろう。 

 中川先生からのご指摘はもっともであり，日頃から痛感している点である。

トランジットモール化した際には，タクシーベイの利用を徹底する，徹底で

きる考えである。現状では，タクシーは乗車ベイしか設けられておらず，降

車の時は道路上で行っている。トランジットモール化する際には，降車専用

ベイの設置も必要になるのではないか。 

 モラルの点については，今回の推進会議の提案を受け，京都府警の交通部長

を議長とした「タクシー等駐停車適正化推進会議」を行っている。平成８年

に設立されたものであり，以後，重点地区で街頭指導等も行っている。現在

も毎週金曜日に京都駅や四条河原町で街頭指導を行っている。また，９月２

２日にはこの歴史的都心地区内（先斗町，四条烏丸など）において，指導員

を配置し，駐停車の状況把握及び指導を行う予定である。 

 田の字地区の中は，修学旅行生によるタクシー利用も多い。最近では，細街

路に入り込んで旅館の前まで迎えに行くタクシーもいる。本戦略を推進する

に当たって，こうした旅館に対しては，一事業所としての対応を考えるのか，

どのように考えるのか。 

 市バスの乗降客数を見ると，四条通に位置する四条烏丸・四条高倉・四条河

原町の３停留所をあわせると，一日約５万人となる。市バス全体の一日の乗

降客数が３０万人であることを考えると，いかにこの地区での利用が多いこ

と，多くの人がこの地区に訪れていることがよく分かる。また，循環バスに

ついては一日に２万人強が利用している。 

 交通実態調査やアンケート調査の結果を踏まえ，更に多くの方に訪れていた

だけるよう，前向きに検討していきたい。 

 自治連合会の委員の方々からはご意見ありませんでしょうか。なければ，次

の議題に移りたいと思います。 

（説明：京都府警察本部中心繁華街総合対策推進室 上田委員（代理）） 

※「都心部における放置自転車等実態調査について」は，特に資料説明なし 

 

 歩車分離式信号のデメリットとしては，自動車の信号待ち時間が増えるとい
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16.資料説明 

（議題４） 
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う理解で正しいか。自動車が右左折する際に歩行者と交錯することがなくな

るため，歩行者との事故を防ぐことができ，流れもスムーズになるだろう 

（説明：三条小橋商店街振興組合 大西委員（代理）） 

 

 特になし 

 本日の協議会で提示された内容については，概ね賛成である。立場上，反対

の方もおられるし，課題も確かにある。それらを解決するのは委員の皆の叡

智である。大改革を行おうとすると，必ず副作用が生じる。百点満点が望ま

しいが，現実にはなかなか難しい。百点を目指し，努力することが重要であ

る。 

 個人的な考えとしては，トランジットモール化に伴うマイカーとタクシーの

扱いについては，０か１しかないと思っている。つまり，現行のままか完全

に抑制するかのどちらかである。個人的には両方とも０，つまり抑制すべき

と考える。 

 また，バスについても０とする案も考えられるが，高齢者など交通弱者の移

動手段確保という面からは，一定数は必要となるだろう。ただし，現況の運

行便数から半分ないしは何分の一かに減らす等，色々な計画を立てることが

必要と思われる。 

 会議時間の関係上，大変申し訳ないが，意見をお聞きするだけに留めさせて

いただきたい。 

（説明：都市計画局交通政策室 北村計画推進課長） 

 

 特になし 

 委員の皆様においては，交通問題が中心になっている印象をお持ちの方もい

らっしゃるかと思われるが，まちの魅力と交通環境の改善は一体的に考える

べきである。交通環境の改善を一つの手段，契機としてまちの魅力を高めて

いくことが必要であり，そのためには委員，各関係機関の皆様の協働が重要

となる。 

 住みやすく，楽しいまちの実現に向けて，様々な提案をしていただきたい。
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18.閉会 

本日もタクシーやバス，四条通の歩行者南北横断，公共交通の乗り継ぎなど，

色々な観点からご意見をいただいた。 

 まちを魅力あるものとするために，全ての人が納得するような実験を行って

いきたい。自動車で訪れる人においても，最後は駐車場に停めて，まちを歩

いていただくこととなる。「歩いて楽しい」ことが基本であり，一番大事な

ことである。この点については合意していると考えている。 

 アンケート調査などについては，本日いただいたご意見をできるだけ反映す

ることとして，事務局で再検討させていただくことでご了承願いたい。 

 次回につきましては，本日いただきましてご意見と今秋行います調査・アン

ケートの結果を参考に，幹事会において，より深い議論をし，協議会で議論

していただく内容がまとまる頃，概ね年度末に開催さていただきたいと考え

ております。本日は，長時間にわたり，活発な御議論をいただき，誠にあり

がとうございました。 

以上

 


